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一人称（自称） 私たち × ぼくら
二人称（対称） あなたたち あなたがた あんたら
三人称（他称） × × かれら
（38）鬼た　　＊云がた　一11tら｝がやります。
（39）｛　tたた tたがた　　んたら｝がやりなさい。
（40）｛つ？∠た　＊tがた’ら｝がやりました。
　また、「～たち」は（41）のように人以外のものにも接続できるが、
これは擬人化した用法と考える方が自然である。
（41）SUに囲まれていると生き返ったような気分になる。
　このように見ると、三人称で用いることが出来るものとしては、「～
ら」のみである。指示詞は三人称のものと考えることができるので、こ
うした点から見ても、「これたち・これがた」が現れないのが理解でき
る8）。そして、「これら」が人称の接尾辞を持ちながら、なぜ人称ではな
くものを指し示す語彙となっているのか、という疑問が浮かんでくる。
　ここで考えられるのは人を指し示す指示詞「こいつ・そいつ・あいつ」
である。この期にも「～ら」と接続して「こいつら・そいつら・あいつ
ら」という複数形が存在する。
（42）徳は携帯電話を抜いて応援を呼んだ。しばらくして別の行員が警
　　察官といっしょに会議室にあらわれる。中年の警官は老人たちから
　　事情をきき、なんとかなだめようとしていた。老人たちの怒りはな
　　かなか収まらなかった。逆ににいつら　？？こいつ｝をしょっぴけ
　　と警官に詰めよっている。（『波の上の魔術師』）
（43）「心配しなくても大丈夫だ。そいつは誰にもなにもいわん。おかし
　　なことをして元締を裏切れば、二度と上野のお山に帰れなくなる。
　　ほかにいくところなんてねえんだ。｛いつら　？？　いつ｝はうち
　　のやつらより口は固い」（『波の上の魔術師』）
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（44）ある時、つい調子に乗って、かわしたついでにあかんべえってしち
　　ゃったの。そしたら、｛いつら　ワつ　いつ｝、本気で怒り出して、
　　わたしの髪をひっつかんで奥にひきずってった。（google）
　「こいつ・そいつ・あいつ」自体、下品な言い方となる場合が多く
「こいつら・そいつら・あいつら」という例自体、より品の悪い言い方
となることが多いが、人を指し示す指示語の複数形は「こいつら・そい
つら・あいつら」が存在する。このように、人を指し示す指示語が他に
存在するため、「これ・それ・あれ」では人を指し示すことはあっても、
「これら・それら・あれら」では人を指し示す用例はほとんど存在しな
いo
　しかし、それなら何故人称の接尾辞「～ら」が接続しているのか、と
いう問題が残る。これは通時的な問題があるので、ここでは軽く触れる
程度にする9）が、本来の「これら・それら・あれら」は主に人を指し示
す指示語彙として中古（10世紀ごろ）に成立したものである。それに対
して「こいつ・そいつ・あいつ」は中世の成立であり、「こいつら・そ
いつら・あいつら」は近世の成立である。ここから「これら・それら・
あれら」と「こいつら・そいつら・あいつら」の使い分けがおこったも
のと考えられる10）。
　しかし、「～ら」の形式は人称形式として未だ残っている。「～ら」の
形式をもちながら、「これら・それら・あれら」はその指示先に人をと
る用法は消えてしまっている。
　「これら・それら・あれら」は形としてはヒトを指し示す「人指示」
だが、実質はモノを指し示す「事物指示」であるというズレが生じてい
る。このように、「これら・それら・あれら」は通時的変遷をたどって
用法が変化したため、形と用法の違いが生じたものと考えられる。
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5．まとめ
　以上のように「これら・それら・あれら」を見てきた。結論は以下の
とおりである。
1：「これら・それら」が用いられる場合は、個別性に注目するときで
　　ある。また、単数形と複数形の区別については単数形にすると「全
　　体性」を見ていることとなり、複数形では「個別性」を見ているこ
　　ととなる。両者は同等に用いられることはない。
2：指示詞複数形が「個別性」という指示領域を持ちながらも、その領
　　域解釈は限られたものであり、ごく一部しか指し示すことができず、
　　その領域は他の指示語彙がカバーしている。
3：「あれら」は現代語では「あれ／あの」との置き換えによる意味的
　　相違が全く生じない。これは文脈指示を制限する「ア系指示」の性
　　質によるものと考えられる。
4二接尾辞「～ら」と言う点に注目すると、通時的に「これら・それ
　　ら・あれら」がヒトを指し示すものからモノを指し示すものに変化
　　したと考えることができる。
　このような点から、「これら・それら・あれら」の指示は人指示から
事物指示に転成したものであると考えられ、このように指示性質が変化
したということは指示語彙の中でも際立った性質を有していると考えら
れる。
　今後はこうした性質が通時的に変化していく過程を詳細に見ていき、
現在の「これら・それら・あれら」で表される「指示」と古語の「これ
ら・それら・あれら」の相違を対照していく予定である。
注
1）指示詞複数形の形は「これら・それら・あれら」のほかに人を指し示す
　「こいつら・そいつら・あいつら」の形もあるが、本稿では主に「これ
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　　ら・それら・あれら」を扱い、「こいつら・そいつら・あいつら」につい
　　ては適宜補う程度とする。
2）実例においてjlで括られるもののうち、最初に現れるものが実例であり、
　　その後「／」で区切られた後はその語を変えた作例である。
3）ここで「～ら」という接尾辞の性質との関係が疑われるが、その点につい
　　ては4で言及するため、ここでは触れない。
4）ただし、論文など一つ一つの事象に着目し、その全てのものに後接の文が
　　つながる場合は指示詞複数形を用いることが多い。より的確に表すとすれ
　　ば指示詞複数形を用いるのが自然であることが多いが、その例の意味をカ
　　バーできないわけではない。
5）明治期以降の小説を中心とした筆者が持つコーパスでは「これら：575例、
　　それら：934例」であったが、ホームページの単語検索を行うgoogleの検
　　索では「これら：約556万例、それら：約223万例」で、明らかな相違が現
　　われた。このような点からも「それら」が小説で多い点が納得できる。
6）談話管理理論の指示詞研究については金水・田窪（1992b）、田窪・金水
　　（1996）参照。
7）「あれら」は筆者のコーパスでは22例であったが、googleでは9810例現わ
　　れた。この数は注5の「これら・それら」の用例数に比べると圧倒的な差
　　があるが、決して少なくはない。
8）指示詞そのものは三人称と考えられるが、指示詞が一人称（自称）、二人
　　称（対称）を表すこともある。（金井（2003a，　b））
　　（1）（電話で）「はい、．9．tiLezは○○商事です」（自称）
　　（2）「明日の待ち合わせどうする？」
　　　　「並にお任せするよ。」（対称）
9）ここから扱う通事的な問題は現時点では十分な調査を行っていないため、
　　仮説段階に留める。
10）現時点での調査では『雨月物語』にモノを指し示す用例と人を指し示す用
　　例が両者ともに現われる。ここから論者は近世中期頃から使い分けが起こ
　　ったのではないかと考えている。
引用用例
○単行本
・石田衣良『波の上の魔術師』（文芸春秋）・辻仁成『サヨナライツカ』（世界
　文化社）・藤田宜永『愛の領分』（文芸春秋）・村上龍『ラブ＆ポップ』（幻冬
　舎文庫）・吉本ばなな『虹』（幻冬舎）
○以下の用例は「CD－ROM版新潮文庫の100冊」より引用
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・井上靖『あすなろ物語』・北杜夫『楡家の人びと』・太宰治『人間失格』・村
　上春樹『世界の終わりとハードボイルド・ワンダーランド』
○以下の用例は「CD－ROM版新潮文庫の絶版100冊」より引用
・島木健作r生活の探究』
○以下の用例は「青空文庫」（http：〃www．aozora．gr．jp）より引用
・芥川龍之介r蜜柑』、『河童』、『f朱儒の言葉』・有島武郎『或る女』（前編）・
　石原莞爾r最終戦争論』・海野十三『二、○○○年戦争」・岡本かの子『母子
　叙情1・橋本進吉『古代国語の音韻に就いて』・横光利一『馨粟の中』
○インターネット用例については、検索結果（yahoo！Japan；http：〃www．yahoo，
　cojp1、　google；http：〃www．google．cojp1）から引用。　URLがあるものは、そ
　のページより引用。2004年7月30日に確認。
○何も表記がないものは作例である。
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・金井勇入（2003a）「二人称指示における指示詞「そちら」についての考察～
二人称代名詞「あなた」との対照を通して～」（『一橋大学留学生センター紀
要』6）
　　　　　（2003b）「一人称指示における「こちら」の機能と使用条件」（『日
本語用論学会第6回大会　PROGRAMS＆ABSTRACTS』〉
・金水・木村・田窪（1989）『日本語文法セルフ・マスターシリーズ4　指示
詞』（くろしお出版）
・金水敏・田窪行則編（1992a）『指示詞（日本語研究資料集第一期第七巻）』
（ひつじ書房）
・金水敏・田窪行則（1992b）「日本語指示詞研究から／へ」（金水敏・田窪行
則編『指示詞（日本語研究資料集第一期第七巻）」ひつじ書房）
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“Korera，sorera，arera”一“the　reference”of　mOdern　Japanese　plural　demonstratives．
TAKEUCHI，　Naoya
　　This　research　collects　the　modern　Japanese　plural　demonstratives‘‘korera，
sorera，　arera”．　As　for　the　Japanese　demonstrative，　it　can　display　plural　ones　in
single　several　ways，　but　Japanese　plural　demonstratives　have‘‘ind孟viduality”，
which　keep　looking　at　plural　ones，　it　differs　from‘‘totality”，　the　case　which　it
display　at　the　singular．　But　the“individuality”is　something，　which　diff巳rs　f「om
the　person　to　the　interpretati．on，　in　plural　demonstratives　it　is　possible　to　replace
in　the　singular　excluding　the　case　of　logical　composition」n　other　words，　the
reference　range　of　plural　demonstratives　is　quite　narrow．　In　addition，　Japanese
‘‘ ≠窒?窒＝his　thought　that　it　isn’t　natural　to　be　used　because　it　has　deviated　from
Japanese　demonstrative　system，　but　even　today　it　is　used　from　the　transiation　of
English“those”．　And　that　the　reference　range　of　p正ural　demonstratives　is　nar－
row　is　thought　that　is，　because　that　reference　keeps　tuming“the　human　refer－
ence”to‘‘the　thing　reference”．
（人文科学研究科日本語日本文学専攻　博士後期課程2年）
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